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＜意見＞ 

提出者名  企業の資金調達の円滑化に関する協議会 

題目 社債市場活性化におけるＣＣＰの重要性 

【意見の内容】 

ⅰ）項目 
 ＣＣＰ機能の整備の中で社債もカバーすること 

 

ⅱ）意見の詳細 
 社債市場のあるべき一連の手続き（取引→照合→清算→受渡し）のな

かで、市場に備わっていない清算機能を整備・充実させるべきである。

ⅲ）理由（必要性・

妥当性） 

・ 社債市場におけるその発行残高（50～60 兆円）は対 GDP 比で約 1

割。米国のそれは約 1/4。 

・ BIS 規制強化等の動きもあり、今後の銀行借入による円滑な資金調

達に懸念が生じる中、もう一つの資金調達手段である社債の市場

の整備・拡大は、多くの日本企業にとって喫緊の課題である。 

・ そのなかで、社債市場において欧米並みのインフラを整えること

は、当然必要な措置であり、現在、国債や株式には備わっている

ＣＣＰ機能は社債もカバーすべきである。 

・ 骨子（案）のなかでは、ＣＤＳの清算集中について言及している。

その値付けに際しては、いわゆる「マーケットプライス」が適用

されると考えるが、ベースとなる社債のプライスがなければ、Ｃ

ＤＳの価格形成に歪みが生じないか懸念する。 

 

ⅳ）その他参考と

なる事項 

 

・ 日本証券業協会 「社債市場の活性化に関する懇談会」   

・ 『証券決済システムのすべて（第 2版）』（中島真志、宿輪純一著、

東洋経済新報社）－第 7章の 4.（7）「残された課題」 

・ 「わが国証券決済システム改革の第二幕」 

   『週刊 金融財政事情』2009 年 11 月 16 日号 

・ 「社債の起債・流通市場の環境整備に係る要望事項」（企業の資金

調達の円滑化に関する協議会、H21.3.12） 

・ 「社債市場拡大のための要望・提言」（企業の資金調達の円滑化に

関する協議会、H21.3.18） 

 

 

 


